
 

 

パパママのまちづくりワークショップ 

報告書 

 

 

令和４年３月 新潟市 

 

 

 



１．開催概要 

 （１）開催の目的 

     新潟市が目指す姿の実現に向けた取り組みを示す最上位計画の次期総合計画策

定に係り、これからのまちづくりの方針や取り組みの方向性について、子育て世帯

からの意見を取り入れるため、「子育てしやすく、希望する子どもの数をかなえら

れる新潟市となるには」をテーマに、ワークショップを開催する。 

 

（２）ワークショップ名 

   パパママのまちづくりワークショップ 

 

（３）開催日時・会場 

   ・白根児童センター 令和 3 年 9 月 27 日（月） 

   ・子育て応援ひろば 令和 3 年 10 月 3 日（日） 

   ・い～てらす    令和 3 年 10 月 4 日（月） 

   ・かめっこ広場   令和 3 年 10 月 16 日（土） 

 

（４）参加人数 

   ・白根児童センター 7 人 

   ・子育て応援ひろば 4 人 

   ・い～てらす    6 人 

   ・かめっこ広場   9 人    合計 26 人 

 

 （５）主催・運営 

    ・主催 新潟市 

    ・運営 特定非営利活動法人 ワーカーズコープ 

 

（６）ワークショップ当日の流れ（司会：ワーカーズコープ 齋藤） 

    ９：４５ 参加者受付、入室開始 

   １０：００ 主催者挨拶、趣旨説明（新潟市政策調整課） 

   １０：１０ アイスブレイク 

（①名前、②子どもの情報、③参加動機、④新潟の秋…と言えば） 

   １０：３０ ワークショップ 

         ・テーマ：「子育てしやすく、希望する子どもの数をかなえられる 

新潟市となるには」 

   １１：２０ まとめ・振り返り 

   １１：３０ 終了 
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パパママのまちづくり 

ワークショップ! 
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2.ワークショップチラシ



白根児童センター   2021.9.27（火）10 時～ 

参加者 7 人   保育 5 人 

 

・母親自身が笑っていないと家が暗くなる。ママが元気じゃないと円満になら

ない。夫に早く帰ってきてほしいのに夫も帰って来てくれないだろうし 

            ↓ 

何があればいいのか？ 

            ↓ 

 ・コロナで人との触れ合いがなくなった。支援センターも休館になったり、

やっていても人に話しかけることに躊躇がある。以前はそこに行けばリフ

レッシュになった。 

 ・マッサージや支援センター等、出かけた先でちょっと子どもを見てくてる

人がいるといい（ベビーベッドがいろんなところにほしい） 

 ・わたしたちの母世代はワンオペじゃなかったからわかっていない。母親な

んだからと言われても一人でやるのは大変。虐待事件が起きると責められ

るのは母親ばかり。みんなの責任じゃないのか。 

   

3.ワークショップで出た意見
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・夫が育休を取ってくれた。会社の配慮はありがたかったが、行政に申請する

のは、夫が仕事復帰後 1 か月以内という期間が決められていた。一人で初め

ての子育てが始まって、その慣れない慌ただしい期間を過ごすうち、1 か月

以内の申請期間が過ぎてしまい受け入れてもらえなかった。 

・夫の育休についてだが、産前産後実家に帰った。夫の職場では、産後の数日

間育休をつけてくれたが、できれば実家から自宅に帰って来てから取りたか

ったが、ダメだった。子育ては産後すぐだけが大変という訳じゃないから、

融通を利かせてもらえたらいいと思った。 

・中小企業だと制度として育休があっても取りにくい雰囲気がある。何とか取

りやすくならないものか。 

・子どもが病気をすると、父か母かどちらが休むかで揉める。母親がパートだ

と、当然のように母親が休むことになるのだが、周りの方にも悪い。両親に

産後休暇など制度として休みやすい環境があるといい。 

 

・子どもが泣くと追い詰められた気持ちになる。今は少し放っておこうという気持ち

になれているが、ちょっとでも抱っこしてくれる人がいればありがたい。 

・30 分でも 1 時間でも助かる。おばあちゃん世代を困っている母につなげる何かが

あればいい。 

・近くで子ども食堂をやっている。行きたい。 

・何をしたら地域とパパがつながれるのか。パパの育児スキルを上げたい。 
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・家庭科で教えてほしい。前もっての知識が欲しい。産前産後の女性の体が変わるこ

とも知らなかった。100 から 0 くらいの変化で性格まで変わったかのようだっ

た。怒りたくないのに怒ってしまう。泣きたい気持ちを分かってほしい。 
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・病児保育の登録をしているが、利用に手間がかかる。医者に行って診断書もらって

それから連れていくのだが、お弁当も必要。 

身内に頼らないでも産み育てられるシステムを整えてほしい。 

ママが具合悪い…子どもも具合悪い…そんな時はどうしたらいいのか。 

・ママが働かないと生活成り立たないのに働く環境がない。子育てにはお金がかかる 

・手当金が世帯主に振り込まれるのは困る。母親にしてほしい。働いてもパートだと

大したお金にならない。それなら子どもとの時間を取りたい。 

・児童手当、3 歳過ぎると減る 

・子育て世帯に、お弁当が届くシステムほしい 

・里帰り中など一時的に保育園を転園できる制度があればいい。 

・下の子を産むときは、市外から南区まで送り迎えを実家の親にしてもらった。 

・システムには、政治の力が必要だと思うが、女性目線で政治が動いていない。子育

てを体験していない年配者ばかり。若い人少ない。 

・3 年分のごみ袋 

      ～その後、おむつが送られてくるシステムがいいという意見へ～ 
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・市がこの集まりを主催してくださって、ありがとうという気持ち。 

・他の方の意見をいろいろ聞けて参考になった。このような機会が定期的にほしい。 

・子育てしていて『なんで？』がいっぱいあった。話せてすっきりした。少しでも何

かに繋げてほしい。このような場があると嬉しい。 

・給付金の振込先は、ママにもできると良い。 

・ここに来るまで、あんまり人と話してなくて、実は来るのもどうしようか…やめよ

うか…と思っていた。来て良かった。頻繁にこんな場があると嬉しい。 

・皆さんが意見を言って、自分も言えて白熱した。良かったが、まだ足りない。また

あればいいな。保育園に申し込みをしているが、内容に差がある。選べるといい。 

・久しぶりに大人と会話した感じ。南区はとにかく交通の便が悪い。車がないと何も

できない。 

・パパの育児参加が急務。子育ては周りの協力が必要。多くの世代が関わって多くの

ひとの意見を集めて楽になれる工夫が出来たらいい。そういう新潟市にしていただ

きたい。 
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子育て応援ひろば   2021.10.3（日）10:00～ 

 

参加者 4 名 保育 ４名 見守り 1 名 

 

  
 

・地元が県外。親を頼れない。これからもずっと新潟に住んでいく中で、意見反映がさ

れるかどうかはわからないが伝えることはしていきたい。 

・育休中にいろいろ参加したい 

・男の子 3 人の母。子どもたちに素晴らしい新潟を残してあげたいと思っている。小さ

なことでも何か大きな成果になるかもしれない。できることをして行きたい。 

 

・東京で 1 年間子育てをして新潟に来た。なんて子育てしやすい街なのか…！ 

ローサ内は全天候型で安心安全。歩行訓練にはピッタリ。アーケードもある。傘いら

ず。 

ベビーカーで普通に歩いて買い物に行ける。水族館も近い。しいて言うなら公園が狭

いが、ちょっと手を加えれば、ここは稀にみる子育てしやすい街。東京でもこんなと

ころはない。 

・ママ友との話の中で『どこで遊んでいますか？』という話になる。男の子 3 人だから

走り回りたい。ほどほどに人がなくて身体を動かせる場所が古町にはない。車を使わ

ないといけない。走れる登れる飛べる。そして怒られない場所。 

・近くに公園があるが黄色いテープで囲まれていて遊べない。整備されていない。 

家の前を散歩していたら『うるさい』と怒られた。大声を出していたわけではない。
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外が気詰まりだ。子どもを育てやすい雰囲気になるといい。 

・怒鳴られる、注意されるは子育ての『あるある』 

地域が子どもに対して優しくない。温かい目で見てほしい。 

・同世代の子がどこにいるのか知りたい。閉鎖的でなく寛容な世の中であったらいい。 

・田舎は、子どもを連れて帰ると近所中から人が集まってくる。みんなで見守るという

感じ。 

『ちょっと見る関係を地域の中でつくるにはどうするか。 

きっかけづくりをどうするか』 

・子どもに声かけてくれる人は多い。子どもを知ってもらう、関心を持ってもらう。こ

ちらから言わなきゃ周りも気づかないしわからないのだろう。近くの人に赤ちゃんを

抱っこしてもらったりしているが、そういったことでも子どもを知ってもらうきっか

けになれば。 

・『近所のおばちゃんが見てくれてママがゆっくりできるようなシステム』 

 

・夫が家にいると安心できる。毎週土日でなくとも、時々一日中いてくれる時があれば。 

夫の育休は取得が難しかった。 

・教員（母）は環境的に育休が取りやすい。今後の仕事にも生かせると思っているが。

戻った時の不安は大きい。 

・教員は、妻が取ったら夫は取れないという話もある。 

・夫の育休って妻に何かメンタルの不安がないと取れない雰囲気もある。 

 

・子どもが寝てくれないので、いつも睡眠不足。母親がゆっくり眠れる施設がないだろ

うか。3～4 時間くらい寝かせてくれる場所。 

・あっても数千円かかる。 

・預かり保育は 1 歳から、それ以前に預けたい時はいっぱいあった。人数制限や今日預

けたいのに…に対応できない。使い勝手が悪い。 

・妊活をした。金額は高く、市の助成があってやれた。子どもが欲しい親はいっぱいい

ると思う。回数や年齢など制限なくできればいい。 

・人工授精か体外受精かでも、補助に違うものがある 

・ベビー講座に参加したかったが、一人目の時は情報入手が遅れがち、でも参加できて

よかった。引っ越してきたばかりで寂しい時だったから。二人目は抽選で受けられな

かった。まだまだ知りたいことがいっぱいあるからオンラインでもやってほしい。 
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・パパ講座に参加したい。 

・二人を産むとき預けたかったが、預け先がなかった。産院に検診に行くときも、コロ

ナ禍で連れていけなかった。預かり保育の予約も取れず、コロナ禍に対して臨機応変

にシステムの変更があったら良かったが。 

                      

  

 

・とにかく子どもが大きくなった時、いいところに産まれたと言われたい。そのために

これからも頑張りたい。 

・ありがとうございました。来年子どもが小学生になる。今日、先生の子育て事情を知

ったが、子どもに関わる仕事の人は、子どもを知ってほしい。そこをお願いしたい。 

・お父さんお母さんの目線がわかるようになってきた。大きな力になる。自分の子育て

と仕事の両立をしながら、新潟市の制度にも目を向けて仕事をしていきたい。 
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い～てらす     2021.10.4（月）10 時～ 

 

参加者 ６人   保育 ４人 

 

・これから子育て支援をしていきたいと思っている。 

・男の子 2 人いる。誘われて参加した。 

            

         

・夫が休めるとありがたい。大人が一人いてくれるのといないのとでは全然違う。 

・子どもを産んだ時の一人目の不安、二人目の手の足りなさは深刻。 
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・どこの施設か忘れたが、おむつ替えの台が凄く替えにくい向きに設置されている。 

・床に置くマットがあると、立ったままおむつ替えができるのに。 

・スーパーのカート双子用（二人用）が欲しい。近所のスーパーのカートがいい。 

・スーパーって日常だからこんなところが直ると良い。 

・自分の環境的に、子どもが少ないと感じるところはない。ほんとに少子化なのかなな

んて思う 

・地域的なものなのか、周囲に声かけられること多い。 

 東区は子どもが多いし、学校も多い。周囲の人が抱っこしてくれたりする。怖いとき

もあるけど… 

・うちは子どもが多いから近所の人たちは、存在は知っていて見守ってもらっている感

じはある。泣いてても『また、あのうちか～』って感じで思ってくれているかも。 

・私は、周囲に全く子どもがいない。一人で子育てしている感じがする。 

 

・役所の手続きについて、担当者の変更があっても引継ぎが出来ていない、また母の体

調も考慮されないことがある。 

・医療費が高い。入院すると一日 1,200 円で上限はない。 

・離乳食とか調理実習を保育付きでしてほしい。 

・以前トイトレの講座に来た。すごく大勢の母親が集まったのに、他の人の体験談聞い

て終わった。いろいろ話が出て、」保健士さんが『どうですか』と話を振るだけ。 

・一般論で終わる講座なんてやめて、少人数でしっかり知識を持ち帰られる講座をやっ 

てほしい。 

・助産師の新生児訪問は話だけ。実践が欲しかった。 

・一時保育も、夜とか具合が悪かったり、離れたい時とか、通っている保育園とは違う 

場所に預けられたらいい。 

・子どもが大きくなってくると、頼るところがだんだん少なくなってくるような気がす

る。 

・今相談したいんだけど…と思っても 

 健やか検診→成長を見ていきましょうで終わる。やるなら実りあるものにしてほしい。 

・保育園も一応入れる。幼稚園は空いている。 

・出産のとき上の子がいると、入院中の一週間誰が見てくれるんだろうと思う。 

・救急車みたいに 30 分後に行きますとかっていうシステムがあれば、何人でも産み

たい。 
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・今この時に駆け付けてくれるシステムがあればいいが、近所の人だれでもいいわけ

じゃない。 

・ファミサポは使いづらい。高い。マッチングがうまくいくといいようだ。 

他都市では、相手は決まっていなくて都合のいい人が来てくれるところもあるようだ。

その方が良い。 

 

 ・支援センターは多い。遊べるところ多い。 

 ・ごみ袋 3 年分くらい届くのは良かった。（おむつかおしり拭きか選べるといい。6

か月のハーフバースディに離乳食もらえるといい。） 

・ブックスタートは良かった 

 

・新潟市は割と子育てしやすいと思ってたけど、市のシステムは子育てをもっと理解

してほしい 

・皆さんいろんな事考えているんだなと思った。子育てしてて孤独なことはあるけど、

今日はいろんな人に入ってもらって話せた。おいしくご飯が食べられそう。 

・こういう情報交換を定期的にしてもらえるといい。すごく学べた。 
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かめっこ広場    2021.10.16（土）10 時～ 

 

参加者 ９人  保育  ５人 

 

・子どもを通していろいろな体験ができていることが楽しい。子育てしながら子育

て支援に関わる活動をしてきた。児童館を作りたいとか地域の茶の間を作ろうか

と思っていた。声が市長に届けばいいなあ～と思って参加した。 

・参加したのは誘われたから。 

楽しかったことはサークル活動などを通して母親同士知りあえたこと。 

・子どもは２人。日々でいろんなことができるようになっていくのが楽しい 

・子どもは３人。先生に誘われて参加。子どもと過ごしながら毎日笑いがある。 

・子どもが１人いて、今妊娠 5 か月。幸せと感じる。 

・娘が一人。ハイハイが上手になった。かめっこにしょっちゅう遊びに来ている。 

・上の子がママと呼んでくれるようになったり、下の子がハイハイするようになっ

て嬉しい。医療について気になるところがあったので来た。 

・双子の女の子がいる。日々の成長が嬉しい。 

 

～県外から転勤で新潟に来た方が 2 名参加～ 
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 ・育休を取れるようにしてほしい。取れる雰囲気が欲しい。 

 ・育休あるのに取れない現状→取れる環境を作らないと子どもが増えないと思う。 

  制度としてあるが使えない。人からの視線も感じる。 

 ・夫が育休取れない。取れるようになったらいいなぁ。 

 ・保育園があって、私は仕事ができている。サービス業で働く立場としてはシフト化 

して保育園をやってほしい。長く見てくれるところを増やしてほしい。 

 ・夜勤がある仕事。見てくれる人は夫しかいない。フルタイムで働きたいなら夜勤 

必須。時短もない。夜勤しなきゃパートもなしになったからやむなく夜勤してる状 

態だ。保育状況が整っていないと働けない。 

 ・私は恵まれているなと思った。私も夫も制度は使える。実家も近い。 

  育休が 3 年取れれば良い。育児はお金も大変。手当有難い。 

 ・働いていると産みづらい。働いても思うように働けない。 

 

 

 ・子育て支援センター、児童館は地域的に偏りかある。あるところ、ないところ… 

  歩いて行けるところにあるといい 

 ・小学校に上がったとたんに周りの子がひまわりクラブに入ってしまって、遊ぶ子ど

もがいない。周りに子どもがいない。子どもが歩いて行ける場所に児童館があれば

良い。 

  他都市では新潟で言うと、ひまわりクラブ・児童館・ふれあいスクールを NPO 法
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人が行っていてそこに行けば子どもが遊べる都市もある。 

  新潟は課で分けられている。「他都市のようにならないか」と伝えたこともあるが

「予算が…」とか言われる。 

 ・学校行けば遊べるふれあいスクールが週 2 回あったが、地域ボランティアはなか

なかできなくて、減らして月 2 回になった。働いている母親も休んで交代でやっ

ていた。ボランティアだと長期休みも含め、持続が難しい。 

 

～学童と児童館がドッキングしてほしいってこと？～   そうだ 

・子どもの居場所があると親も子も安心 

 ・屋根付きの施設が増えてほしい 

 ・子育て講座などで仲間づくりができても、継続が難しい。1 年でなんとなく活動が

なくなっていく 

 ・双子だから地域の中でつながらないと出かけられない。近所との付き合いがコロナ

でますます距離がある。地域の中で地域として子を見守れると優しい地域になるの

かなと漠然と思っている。母親が息抜きがてら子どもを預けられることが近所でで

きれば、顔がわかり、知り合える。今は高齢者と分かれている感じ。 

 ・アパートの下のおばちゃんが見てくれたりする。助かる。 

 

 ・医療費が 530 円かかる。他県は無料のところもある。子どもはすぐ風邪をひくか

ら年間で考えると結構かかる。 

 ・予防接種も高齢者には補助があるが、子どもにはない。子どもにも手厚くしてほし

い。 

 ・急に子どもを預けられるところが欲しい。 

 ・病後保育、料金が高い。症状が軽ければ保育園内で預けられると助かるし、子ども

の負担も少ない。（知らないところだと子どもが不安を感じる） 

 ・育休復帰したばかりの時期は、子どもがすぐ熱を出して休まなきゃいけなない… 

・サービス業で働いているので土.日も勤務がある。土日の保育が欲しい 

・育休 3 年取れるようになれば、仕事を辞めずに済む 

・なぜ 3 歳から保育料は無償なのか未満児はなぜ高いのか。育休は大体産後 1 年な

のに 保育料の見直しをしてほしい。 

・ひまわり（学童）は狭い。行動に制限がある。小学生はひまわりの他、居場所がな

い。市に相談したらファミサポがあると言われた。 

・休日の定義とは？働き方は多様になっている。 

・空き家を行政で借りてもらい多世代交流が出来たらいい 

・自治会館などあまり活用されていないので、そういった施設を利用するのはどうか 
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 ・支援センターは多い。土日も開いているところ多い。 

 ・小学校から、一緒に歩いて児童館に連れて行ってくれるといい。そういうシステム

あればいい。児童館の存在は大きい。家にいるとゲームとかになっちゃうから地域

に合った児童館があれば…ずっと活動してきて児童館作るのが難しいのであれば、

行政が空き家をリノベーションして多世代が交流できる場があればいい。 

 

 ・子どもは子ども同士で遊びたい。親は働いている。子どもが行く場所があれば 

安心。子も楽しい。 

 ・乳幼児にとっては保育園の環境は大事。育休取れる環境、人手不足の解消、有資格

者を増やしてほしい。 

 ・育休後復帰するので、保育園はありがたい。先生の手当てしっかりしてほしい。 
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